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ることになりました．櫨並木は，若葉のころも見
頃ですが，何といっても深秋の紅葉はすばらしい
ものです．このように延寿寺曽根と櫨並木は，先
人の文化遺産です．たいせつに守り育てましょう．　
吉井町」．つまり，延寿寺川の堤防は改築・改造
されたと思われるが流路は「大化の改新」時代か
ら連綿と存在してきたものであると書かれている
のである．
　また，次の様な記述もある26）．「巨瀬川は，水
縄山の鷹取峰以東南北斜面の各谷川を集め，山と
平行して西流し，善導寺で筑後川に合流するので
あるが，この山と川との中間地帯こそ，水稲栽培
好適の地であるから，かの大化の改新による条理
制の実施も先ずこの地一帯に行われたのである．
今日の曽根道は多く条の跡であり―――」．つま
り，大化の改新時代の「曽根」（堤防）の多くは
現在の巨瀬川に流入する小河川群の流路として
残っていると云うことで，巨瀬川の河川システム
は「大化の改新」時代の貴重な遺構の一部を残す
ものでもあると云える．まさしく「巨瀬川」流域
には古来から現代に続く「河川システム」の素晴
らしい遺構群が詰まっているのである．
８．筑後平野河川の筑後川への合流に
ついて
　佐賀平野河川の特徴は「瀬替」と「合流」にあ
り，特に筑後川に合流する佐賀平野東部の河川は
全て筑後川の旧蛇行部（大曲）に意識的に合流さ
せられていると述べた１）．筑後川は佐賀平野部で
西南流し，攻撃斜面を作るので蛇行部分が多数形
成されてきた．然し，筑後平野では「大曲」の数
は少ない．広川（大善寺川）は図－１で分かる様
に北東流してきて，筑後川との合流寸前で急に流
路を90度近く曲げて，筑後川と並流して蛇行部で
合流する．この異常な並流は江戸末期の古絵図で
も確かめられた５）．広川対岸の寒水川も同様の形
態で筑後川と合流している．この合流の年代は「慶
長」と「正保」の肥前絵図から1600年代と分かっ
た５）．前述の如く，宝満川も「瀬替」されて，旧
蛇行部に合流している．
　図－1では分かり難いが，巨瀬川も古くは「金
島蛇行部」に合流していた．花宗川も下流の蛇行
部分が筑後川の旧蛇行部分ではないかとも思われ
る５）．また，太刀洗川より上流の河川群は筑後川
に引きづられる様に筑後川と並流してから合流し
ている．これも筑後川の旧蛇行部への合流と同じ
発想と思われる．
９．まとめ．
　本研究は筑紫平野の一環である筑後平野の河
川・河川システムについて検討を行った．
１）干満の差が激しい「有明海」に面した河川は，
その「恵みとリスク」に対応する事が求められ
た．例えば「加藤清正は緑川の下流部で大きく
曲がる河川を掘削して本川として（大曲）塩害
地域を少なくした」と竹林27）は書いているが，
佐賀平野と筑後平野との間を流れる筑後川は軟
弱な沖積平野を流れるため多くの蛇行部（大曲）
が生じたが，地域の人々はこれ等「大曲」を積
極的に活用した．図－１で分かる様に佐賀平野
では，筑後川に面した河川は全て「瀬替」され，
「大曲」に合流している．筑後平野でも宝満川・
巨瀬川・広川等で見られ，この「大曲」への合
流と筑後川との並流が「筑紫平野河川システム」
の大きな特徴である．
２）宝満川・小石原川・佐田川では「霞堤」で支
川が合流している．これは今までに無かった「霞
堤」の新しい形態である．但し，宝満川と他の
２河川では築造の時期だけでなく，目的とする
機能にも大きな相違があった．これは今後の検
討事項でもある．
３）耳納（水縄）山地と筑後川との間を20キロ以
上も並流する「巨瀬川」は，山地から流出して
くる28の小河川群を全てカットし，筑後川に流
入させなかった．洪水は支川と巨瀬川との合流
点に築造された「遊水地」で処理された．この
巨瀬川治水と全国的に著名な「五人庄屋」によ
る用水施設などにより，巨瀬川と筑後川との間
の沖積低地に著名な「吉井」や「草野」などの
風格・風情ある集落が古くから形成された．
４）巨瀬川に流入する支川群は，延寿寺川の様に
「条理制」時代の用水路だったものが多く，そ
の古事来歴を調べる事は興味ある研究でもある．
５）耳納山地は古い遺構が数多くあるだけでなく，
「山苞の道」として多くの人達からウォーキン
グロードとしても親しまれている．
　以上，筑後平野の治水システムについて述べて
きたが，僅か１年に満たない時間での調査であっ
た．それでも興味深い事実に遭遇し，筑後平野の
奥深さに感銘すると共に更なる調査・探求が必要
であることが痛感された．
　佐賀地域には「山・平野・海」とそれ等を結び
つける「河川システム」が永い歴史を通じて創り
上げた「自然」と古くからの人々の営みで創られ
論文・報告
47
てきた「文化」が残されており，日本には未だ指
定されたことがない「世界遺産（複合遺産）」の
有力な候補地であると述べたが６），筑後地域の「自
然」と「文化」も素晴らしく思われ，佐賀・筑後
を併せた「筑紫地域」を「世界遺産（複合遺産）」
に登録する価値があると思われた．
　御賛同頂けれる方々と更なる調査・研究活動を
続けたいと願っている．
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